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19 漢方が奏効した若年男性の
　 骨盤内静脈うっ滞症候群の一例

青木　九里
東京品川病院　泌尿器科

20 繰り返す膀胱炎様の症状に対して
     漢方薬が奏効した間欠自己導尿施行
     患者の一例

田中　俊明 1) 2)、京田　有樹 1) 2)

札幌医科大学1)、留萌市立病院　泌尿器科2)

症例は30代女性。15年前に多発性硬化症と診断され、7年前より下
部尿路機能障害を発症した。頻尿および切迫性尿失禁に対し、ム
スカリン受容体拮抗薬、β3受容体作動薬を使用した上で、1日4-6
回の間欠自己導尿をおこなっていた。導尿時の尿道痛、頻尿の増
悪の訴えがしばしばあり、「膀胱炎」として頻繁に抗菌薬の処方を
受けていた。前医への冬期間の通院が困難とのことで、地元であ
る留萌市立病院泌尿器科（札幌医科大学からの週１回の外来出
張のみ）に紹介となった。
蓄尿症状の改善を目的に、札幌医科大学附属病院にてボツリヌス
毒素膀胱壁内注入療法を施行された。3か月間は頻尿の改善が若
干みられたものの、その後再燃した。この治療経過中も導尿時の
尿道痛、頻尿の増悪は断続的に自覚しており、再度抗菌薬処方の
希望があった。抗菌薬投与後の症状について問診すると、毎回「抗
菌薬の服用直後に症状が改善する」とのことだった。
望診所見：中肉中背、活力あり、食欲良好、多弁。独自の解釈で、自
説を述べる。
尿沈渣所見：白血球30-49/hpf、赤血球0-1/hpf症状の経過から、
尿道痛、頻尿は細菌性膀胱炎による症状ではないものと考えら
れ、黄連解毒湯2包+猪苓湯2包 分2を処方した。開始２か月後の
受診時には、「頻尿は落ち着いている。抗菌薬は要らない。」と話さ
れた。開始から6か月後には、「最近“膀胱炎の症状”はない。言われ
てみれば漢方薬を飲んでから調子がいいようだ。」と話された。漢
方薬の処方以前は2か月ごとに抗菌薬が処方されていたが、漢方
薬開始以降は12か月間抗菌薬を服用せず経過している。間欠導尿
施行患者では膿尿の出現は不可避である。排尿時痛、頻尿などの
症状がある場合は細菌性膀胱炎を否定できず、抗菌薬を投与する
傾向にあり、しばしば患者側も要求することがある。一方、漫然と
した抗菌薬の使用は薬剤耐性を誘導する懸念があり、好ましくな
い。しかしながら、時間が限られる外来診療の中では安易な薬剤
処方に頼りがちとなる。
本症例では、細菌性膀胱炎の経過としては奇異に感じられたこと
から、抗菌薬に代わり、漢方薬の使用を考慮した。症状から竜胆瀉
肝湯が妥当と考えたものの、同院に採用がなく、代替処方として
（第39回泌尿器科漢方研究会で発表）黄連解毒湯＋猪苓湯の処方
とした。結果的に患者の満足が得られただけでなく、抗菌薬の使
用も回避することができ、抗菌薬使用の適正化にも貢献できたも
のと考えられた。漢方薬は抗菌薬の頻用、乱用の防止にも有用で
ある可能性が示唆された。

【はじめに】骨盤内静脈うっ滞症候群（intrapelv ic venous 

congestion syndrome: IVCS）は下腹部痛、下腹部違和感、会陰部

痛、排尿痛など慢性前立腺炎/慢性骨盤痛症候群（chronic 

prostatitis / chronic pelvic pain syndrome: CP/CPPS）に類似し

た症状を認める。

今回、CP/CPPS症状を有する若年男性のIVCSに、桂枝茯苓丸が奏

効した症例を経験したので報告する。

【症例】1４歳男性。数か月前から残尿感、腹圧性尿失禁の訴えで来

院。10歳頃より尿道痛があり、真性包茎によるものと診断されていた

が、包皮が自然に剥離できるようになっても尿道痛は改善しなかっ

た。超音波断層法で前立腺周囲左右にcystic pattern様の低エコー

域が数個認めた。造影CTで恥骨背側から前立腺周囲の静脈叢の

発達を認めた。骨盤内静脈のうっ滞による症状と考え、桂枝茯苓丸

を処方、加療2ケ月後より排尿痛、残尿感、尿失禁は改善した。　超

音波断層法では前立腺右側のcystic patternが目立たなくなっていた。

【考察および結語】

IVCSの病因は, 内陰部静脈の灌流不全に伴って骨盤盤内静脈血

流が相対的に増加することと考えられ, 内陰部静脈の通過する陰部

神経管(Alcock管)の圧排が本疾患の発生に関与していると示唆さ

れている。このように静脈がうっ血している状態を漢方の概念では

瘀血といい、桂枝茯苓丸は駆瘀血剤の一つである。本漢方薬は桃

仁、牡丹皮、芍薬、桂皮、茯苓からなり、桃仁・牡丹皮が駆瘀血作用、

芍薬が止痛・鎮痙作用を有している。薬理作用としては血管内皮機

能改善、血小板凝集能低下、赤血球変形能亢進、Ht低下などが報告

されている。本症例の症状緩和には、桂枝茯苓丸が右側内陰部静

脈の循環の改善に貢献している可能性があると思われた。


